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図表4　実施している運動・スポーツに対する意識
る対象者は多いが、一方で個々の競技レベルを向上さ
せることに努める指導体制を整えることも一つの課題
である。
　またお金がかかりすぎると思うもの29．9％について
は、種目の特徴を明らかにすること、また経費の安い
公共の事業が主催する継続的なスポーツ教室の普及の
程度についても調査する必要がある。ただこの中には、
体育実技1単位分の科目登録料を大学に納入しなが
ら、そのほかにスポーツ教室の参加費を支払っている
ことに対する不合理感を持つ者も含まれているものと
思われる。履修の手引きを作成するとともに、南関東
ならびに各学習センターでは「公的社会体育事業一覧」
を作成し、学生に配布しているが、1単位に見合った
テキストを作成することも一考に価する。
4．履修による意識変化
　各質問項目について、「強く思うようになった」「思
うようになった」「どちらとも言えない」「思わなくな
った」「全く思わなくなった」の5段階で回答を得た。
そのうち「強く思うようになった」と「思うようにな
った」を肯定的な意見、「思わなくなった」と「全く
思わなくなった」を否定的な意見とした。
　体育実技を履修したことで、体育・スポーツに対す
る印象がどのように変化したのか、またそのことによ
って、日常的な身体活動の重要性が再認識されたのか
どうかを知ることは、この科目の教育効果を確認する
うえで、非常に重要なことである。そこで、受講後の
「気持ち」「考え方」「態度」「行動」の変化について78
項目の調査を行った。
　その結果、肯定的な回答の比率が高かったのは、健
康のために必要だ（95．3％）、気分転換ができる
（94．1％）、私の健康のために良いことである（94％）、
自分の体力を高められる（91．7％）、自分の可能性を
高めたい、ストレスが解消できる、生活に張りがある
（いずれも85．7％）であった。なお肯定的に変化した
という回答の割合が60％以上を占めた項目のi数は49に
及んだ（図表5）。
　これらの項目に対する肯定的な意識の比率は、きわ
めて高いものである。1週間に少なくとも1回以上、
運動・スポーツを実施している者の比率が76％にも達
することからも、現在の環境がかなり良いものである
と推測される。
　樋上他（1996）は、高齢者の運動行動について、面
接調査を行った結果、運動に対する認知や情動が運動
実施を規定していながら、からだを動かしていると気
分がいいといった、運動行動から心理的要因への影響
も認めている。今回の調査結果からも、体育実技を履
修することによって、運動・スポーツに対する意識が
変化し、それが運動の継続へと発展していったことが
推測される。
　逆に否定的な回答の比率が高かったのは、人間には
運動・スポーツを行う必要がない（87．1％）、お金や
時間の無駄になる（86．9％）、自分には何の役にも立
たない（85．7％〉、勉強や仕事の邪魔になる（81％）
であった。裏返して表現すれば、人間には運動・スポ
ーツを行う必要があり、お金や時間の無駄になっては
いない、自分にはなんらかの役に立っており、運動・
スポーツは勉強や仕事の邪魔をするものではないと考
えている者の比率が高いことを意味する。
　このような運動・スポーツに対する意識の変化は、
本学の体育実技科目履修のねらいに沿ったものであ
り、専任教員や非常勤講師による直接指導を行わなく
とも、十分な教育効果が得られているものと考えられ
る。
　ただ、一般に高齢になるにしたがって、運動・スポ
ーツに対する取り組みが2極化するといわれている。
すなわち、定期的な運動実施者の比率が増加傾向を示
し、それと同時に、運動を実施しない者の比率も加齢
とともに増加傾向を示している。このことから、運動
実施者の比率を増加させることも重要であるが、それ
に加えて非実施者の比率を減少させることが求められ
ている（長ケ原2003）。
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図表5　運動・スポーツの意識が変化したという回答と割合（60％以上が肯定的な回答をした項目）
1．健康のために必要だ
2．気分転換ができる
3．私の健康のために良いことである
4．自分の体力を高められる
5．自分の可能性を高めたい
6．ストレスが解消できる
7．生活に張りがある
8．運動・スポーツに興味がある
9．自分のことは自分でやる
10．人間の身体や精神に関心がある
11．よい友人がいる
！2．チームメートと協力することは重要だ
13。主体性を持って行動できる
14．医療や福祉に関心がある
i5．自分の体力を把握している
16．他の人とコミュニケーションが深められる
17．自分のことは自分で判断できる
18．運動施設があれば利用したい
19．仲間と楽しむことができる
20．疲れを自分で癒すことができる
21．余暇の有効な利用法である
22．運動・スポーツを楽しんでいる
23．自分の運動機能を把握している
24．運動・スポーツ活動を行う
25．社会にも共通する大切なものを学べる
26．物事を良い方や楽しい方に考える
27．人に対する思いやりがある
28．チームワークを大切にする態度を養える
29．何事にも挑戦するのは好きだ
30．体育の授業は好きである
31．意思は強いほうだ
32．休養・睡眠は十分にとる
33．風邪はひきにくいほうだ
34．物事を忍耐強く行える
35．スポーツ教室やイベントがあれば参加したい
36．ルールを守る精神が育てられる
37．ボランティアなどの社会的活動に関心がある
38．物事を素直に見つめることができる
39．考え方が柔軟である
40．活動的な方だ
41．よい（楽しい）思い出になる
42．心が満たされている
43．自分に自信が持てる
44．多くの友人をつくることができる
45．積極的に外出する
46．自分自身の側面を知っている
47．積極的に行動できる
48．何かを始めたらそれを続けられる自信がある
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どちらともいえない　肯定的な回答
4．7
6
4．8
4．8
13．1
11．9
11．9
10．7
169
16．9
16．7
10．8
17．9
15．3
21．4
19
21．7
20．5
16．7
19．3
14．5
11．1
23．8
22
19
26．5
24．7
22．6
23．2
20．7
27．4
25
21．7
24．7
29．8
28．6
28．2
32．5
31．3
26．5
31．7
28
34．1
26．2
31．3
33．3
27．7
32．5
28．9
95．3
94．1
94
91．7
85．7
85．7
85．7
84．5
82
82
80．9
80．7
79．8
78．9
77．4
77．4
77．1
77．1
76．2
75．9
75．9
75．2
75
73．2
72．6
72．3
71．8
71．5
70．8
70．7
70．2
69．1
68．6
68．3
67．8
67．8
67ユ
66．3
66．3
66．3
65．9
65．8
64．6
64．3
63．9
63．1
62．7
61．5
61．5
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図表6　年齢に関与する意識変化
1．人間の身体や精神に関心がある
2．健康には自信がある
3．飽きっぽい方だ　（思わなくなった）
4．心が満たされる
5．主体性を持って行動できる
6．生活に張りがある
7．物事を良い方や楽しい方に考える
8．疲れを自分で癒すことができる
9．健康のために必要だ
10．動揺せずに自分をコントロールできる
11．体育の授業は好きである
12．よい友人がいる
13．社会にも共通する大切なものを学べる
14．暑い・寒いなどの不平を言わない
15．自分の意見に固執しない
　次に、これらの意識変化が年代層によって異なるの
かどうかを明らかにするために、年代を経るに従って
しだいにその思いが強くなる、あるいは弱くなってい
く項目を抽出し、年代との相関関係が強い順に提示し
た（図表6）。「飽きっぽい方だ」という項目について
は、加齢にしたがって思いが弱くなっていったが、他
の項目はいずれもしだいにその思いが強くなっていっ
た。
　この結果から、生き甲斐や、健康に関する意識がし
だいに強くなっていく様相がうかがえる。
　定期的な運動実施が身体的、心理的、社会的側面に
良い影響を及ぼしていることは、すでに多方面から報
告がなされている（田中他2004）。石澤（2004）は、
ケーススタディを行い、75歳以上の後期高齢者におい
て、運動・スポーツの実施、非実施が生活満足度に影
響を及ぼしていること、また運動・スポーツ活動を活
発に行っている後期高齢者はADLが高く、そのこと
が生活満足度を高める要因になっていることを確認し
ている。安永等（2002）は、高齢者の運動習慣が、主
観的幸福感に直接的な影響を及ぼしているのではな
く、定期的な運動の実践がADLを維持し、そのこと
が健康度の自己評価やソーシャルサポートを高め、そ
のことが主観的幸福感に影響をおよぼしていると述べ
ている。
　後期高齢期にはいると、ADLや社会・心理的な要
素が著しく低下することから、運動習慣の心身に及ぼ
す影響がますます強くなってくることは容易に推測さ
れる。できれば若年期から運動習慣を身につけ、自活
できる能力の維持向上に努めるべきであろう。
N。結 論
　社会体育事業（スポーツ教室等）に参加することに
よって履修する放送大学体育実技科目によって、どの
ような学習効果が得られているのかを調査したとこ
ろ、以下のことが判明した。
1）体育実技履修者が日常的に運動を実施している割
　合は、きわめて高いものであり、放送大学での体
　育実技科目の履修を契機に、日常生活にスポーツ
　　を取り入れる例が多いことが推測された。
2）運動・スポーツの印象は極めて良く、体育実技履
　修によって、本学が求めている学習効果が十分野
　得られているものと思われた。
3）今後、体育実技履修方法について検討すべき課題
　　として、以下の2点が考えられた。
　（a）2単位まで履修を認めることはできないか
　（b）体育実技専用のテキストを作成できないか
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